
河川の自然環境 球磨川水系

河口部
○河口は、干満の差が大きい八代海に面しており、広大な干潟を形成。
シギ・チドリ等の渡り鳥の中継地点となっている。

○河口より分流堰の間は汽水域でヨシ群落が分布

0k付近
広大な干潟を形成

2k付近
ヨシ群落が分布

下流部
○分流堰により湛水域を形成
○中洲にはヤナギなどが生育し、冬場にはカワウ等がねぐらに利用

7k付近（中州にヤナギが生育）

球磨川堰
新前川堰

6k付近
(分流堰により湛水域を形成)

中流部
○山間部を貫流し、岩河床に砂礫が堆積し、瀬・淵が連続する区間が存在。一方、堰やダムに
よる湛水域が存在

○河畔にはエノキ、アラカシ等の高木林が分布

42k付近（瀬・淵が連続）

瀬

淵

30k付近
瀬戸石ダムによる湛水域

上流部・支川川辺川
○瀬や淵、砂州、ワンドが数多く分布
○本川上流の湿地にはヤナギなどが生育
○多くの取水堰が存在

淵

瀬

川辺川3k6付近
（瀬・淵が存在）

67k付近
ヤナギが生育
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上流部

球
磨
川

八
代
海

球磨川

前川

銚子笠

瀬戸石ダム

荒瀬ダム

八代市

石坂堰

鮎之瀬堰

百太郎堰

新前川堰

八の字堰

遙拝堰

川
辺

川

市房ダム

下流部

中流部

河口部
五木五家荘県立自然公園

奥球磨県立
自然公園

人吉市

10k

20k

30k

40k

50k

60k
70k

80k

幸野ダム
90k

鮎之瀬堰

百太郎堰

瀬戸石ダム

荒瀬ダム

石坂堰

新前川堰

遙拝堰

井出山堰

球磨川堰

川辺川ダム
（建設中）

湛水区域

河川の区分
河口部：汽水域となる球磨川堰から下流（球磨川本川）、新前川堰から下流

（前川）、八の字堰から下流（南川）の区間
下流部：球磨川堰から遙拝堰までの平野部を流下する区間
中流部：遙拝堰から渡地区までの山間部を流下する区間
上流部：渡地区から市房ダムまでの人吉球磨盆地を流下する区間

川辺川：球磨川合流点から神屋敷堰までの人吉球磨盆地及び山間部を流下する
区間

86k500
百太郎堰

河畔の高木林

0k付近
渡り鳥の中継地点

カワウの集団ねぐら

資料3-1 河川環境について
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球磨川水系河川の区分と自然環境 球磨川水系

環境調査結果の整理（注目種の選定）

調査で確認された希少種及び調査結果より選定した注目種などに配慮し、河川の整備と保全を図る。

環境調査結果を基に、球磨川を特徴づける生態系について上位性、典型性、特殊性、移動性の視点で、注目種を選定。

タヌキアユ移動性

特殊性

サワガニ渓流

ヌマガエルカモ類
ミナミヌマエビ、
ハグロトンボ

ギンブナワンド・よどみ

カワムツ淵

アカマダラカゲロウアユ瀬

サギ類水域

淡水域

シギ、チドリケフサイソガニトビハゼ河口干潟

マハゼ水域
汽水域

水域

タヌキヒヨドリ、サギ類高木林

コムラサキサギ類ヤナギ林

イチモンジセセリカヤネズミセッカ高水敷植生

カイツブリ水際植生

ツマグロキチョウセグロセキレイ砂礫地

陸域

典型性

サギ類、カワセミ上位性

陸上昆虫類等両・爬・哺鳥類底生動物魚類環境区分視点

水域の河川と海域を行き来する回遊性の魚介類、陸域の広い行動圏を
もつ哺乳類のうち、多く確認されている種を選定

移動性

特殊な生息・生育環境に依存する種を検討したが、球磨川では該当が
無かった。

特殊性

球磨川の環境区分に依存している種のうち、広域に渡って多く確認さ
れている種を選定

典型性

高次の捕食者である猛禽類や魚食性の鳥類、雑食性の哺乳類のうち広
域に渡って多く確認されている種を選定

上位性

カワセミ（上位性）

アユ（移動性）
トビハゼ

（典型性<水域>）

ツマグロキチョウ
（典型性<陸域>）

河川の区分毎の環境

ｱﾕ、ｵｲｶﾜ、ｳｸﾞｲ、ｶﾏﾂｶ、ｶﾜ
ﾑﾂ、ﾔﾏﾒ
ﾔﾏｾﾐ、ｶﾜｶﾞﾗｽ、ｾｷﾚｲ
ﾀﾇｷ、ﾃﾝ、ｶﾅﾍﾋﾞ

ｱﾕ、ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ｷﾞﾝﾌﾞﾅ、
ﾀﾅｺﾞ
ｾｷﾚｲ類、ﾋﾖﾄﾞﾘ、ｻｷﾞ類
ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ類、ｺﾑﾗｻｷ

ｱﾕ、ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ
ﾋﾖﾄﾞﾘ､ｻｷﾞ類
ｶﾔﾈｽﾞﾐ

ｱﾕ、ｶﾜﾑﾂ、ｶﾏﾂｶ
ｶﾜｳ、ｻｷﾞ類
ｱｶﾈｽﾞﾐ、ｲﾀﾁ

ﾎﾞﾗ、ﾊｾﾞ類
ｼｷﾞ、ﾁﾄﾞﾘ
ｼｵﾏﾈｷ等

生物相

緩流域 瀬、淵、ワンド 瀬、淵瀬、淵、岩河床、湛水域汽水域、干潟特 性

1/1,700程度
ﾂﾙﾖｼ群落
ﾒﾀﾞｹ群落

ﾂﾙﾖｼ群落
ﾔﾅｷﾞ林

ﾒﾀﾞｹ林
ﾑｸﾉｷｰｴﾉｷ等の広葉樹林

ﾖｼ群落
ﾔﾅｷﾞ林

ﾖｼ群落
ｱｲｱｼ等の塩沼植生

植物相

1/150～1/3001/200～1/6001/300～1/1,0001/1,000～LEVEL勾 配

転石主体砂利、転石主体シルト、砂、砂利主体河床材料

盆地・
山間狭窄部

盆地山間狭窄部平地地 形

合流点～神屋敷堰渡地点～市房ダム遙拝堰～渡地点分流堰～遙拝堰河口～分流堰区 間

支川川辺川上流部中流部下流部河口部区分

2
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前川

銚子笠

瀬戸石ダム

荒瀬ダム

人吉市

八代市

石坂堰

鮎之瀬堰
百太郎堰
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球磨川堰

遙拝堰
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無
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湛水域

60k
70k

80k

90k

50k

40k

30k

20k

10k

井出山堰

幸野ダム

下流部

中流部

上流部

河口部

球磨川水系河川水辺の国勢調査の概要

●●●●●河川調査

●●●植物

●●●
陸上昆虫
類等

●●●●哺乳類

●●●●爬虫類

●●●●両生類

●●●鳥類

●●●底生動物

●●●●魚介類

生物調査

H17H16H15H14H13H12H11H10H9H8H7H6H5H4H3H2調査の区分

生物に関する調査地点（平成13年～平成17年） 直轄管理区間（川辺川ダム区間を除く）

動物

植物

ｱﾕ,ｵｲｶﾜ,ｳｸﾞｲ, 
ｶﾏﾂｶ,ｶﾜﾑﾂ
ｽｽﾞﾒ,ｾｷﾚｲ類,  
ｻｷﾞ類

ﾂﾙﾖｼ群落
ﾁｶﾞﾔ群落

1/300

瀬、淵

合流点～柳瀬橋

支川川辺川

ｱﾕ,ｵｲｶﾜ,ｳｸﾞｲ, 
ｶﾜﾑﾂ,ﾀﾅｺﾞ
ｾｷﾚｲ類,ﾂﾊﾞﾒ,
ｻｷﾞ類
ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ類,ｺﾑﾗｻｷ

ｱﾕ,ｵｲｶﾜ,ｶﾏﾂｶ
ｻｷﾞ類,ｾｷﾚｲ類
ｶﾔﾈｽﾞﾐ

ｱﾕ,ｵｲｶﾜ,ｶﾜﾑﾂ, 
ｶﾏﾂｶ
ｻｷﾞ類,ｳﾐﾈｺ
ｱｶﾈｽﾞﾐ,ｲﾀﾁ

ﾎﾞﾗ,ﾊｾﾞ類
ｼｷﾞ・ﾁﾄﾞﾘ類
ｼｵﾏﾈｷ

緩流域 瀬、淵、ワンド瀬、淵、岩河床汽水域、干潟特 性

1/1,700程度

ｵｷﾞ群落
ﾂﾙﾖｼ群落
ｵｵﾀﾁﾔﾅｷﾞ群落

ﾒﾀﾞｹ群落
ﾑｸﾉｷｰｴﾉｷ等の広
葉樹林

ﾖｼ群落
ｵｵﾀﾁﾔﾅｷﾞ群落
ﾀﾁｽｽﾞﾒﾉﾋｴ群落

ﾖｼ群落
ｱｲｱｼ等の塩沼植
生

生
物
相

1/200～1/6001/300～1/1,0001/1,000～LEVEL勾 配

砂利、転石主体シルト、砂、砂利主体河床材料

盆地山間狭窄部平地地 形

渡地点～
市房ダム

遙拝堰～渡地点分流堰～遙拝堰河口～分流堰区 間

上流部中流部下流部河口部区分

○全国の一級水系では、河川を“環境”という観点からとらえた基礎情報の収集及び整備のために平成２年より河川水辺の国勢調査を実施し広く公表。
○球磨川水系でも直轄管理区間内においてその特徴を把握するため、河川区分毎に代表的な地点を選定し、生物・河川調査を実施。

球磨川の河川区分毎の環境（直轄管理区間）

水辺の国勢調査（利用調査を除く）の実施状況

調査結果の公表

○河川水辺の国勢調査の結果は、毎年とりまとめを行い記者発表を実施
している。また、国土交通省ホームページでも常時公表している。

：魚類

：底生動物

：植物

：両生類・爬虫類・哺乳類

：陸上昆虫類

：鳥類

１

：傾向確認地点（鳥類以外）

川辺川

川辺川第一堰堤

川辺川第二堰堤

：傾向確認地点（鳥類）

資料２ 10回目の委員会
での審議の補足



その他合計

6%

ﾖｼ群落

68%ｱｲｱｼ群集

6%

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

15%

ｽｽｷ群落

5%

その他合計

10%

ﾖｼ群落

74%

ｱｲｱｼ群集

10%

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

3%

ｽｽｷ群落

3%

球磨川水系河川水辺の国勢調査の結果について（河口部） 球磨川水系

○河口部（1.0km～2.0km）の植生

ヨシ群落

アイアシ群落

ヨシ群落

アイアシ群落

平成8年10～11月調査 平成13年9～11月調査

植物群落の変化

H8調査結果 H13調査結果

河口部は、平成８年、平成１３年ともにヨシ群落が主要な群落となっている。
また、外来種のセイタカアワダチソウ群落が増加傾向にある。

魚類相の変化

汽水環境に生息するボラ、ハゼ類が多く確認されており、その傾向は大きく
変化していない。

底生動物の変化

底生動物は汽水環境を好むエビ目、ニナ目、サシバゴカイ目などの種が多く
確認されており、その傾向は大きく変化していない。

H10調査結果 H15調査結果

調査地点：1.3～1.4k

鳥類相の変化

ダイゼンコガモ5

ハマシギカワラヒワ4

マガモシロチドリ3

ユリカモメヒドリガモ2

ヒドリガモハマシギ1

H13年1月H8年1月

河口部（調査地点：0.0～3.0k）順位

河口干潟を移動の中継地もしくは越冬地として利用するハマシギ、ヒドリカモ
など主にシギ・チドリ類やカモ類が確認されている。

セスジボラウロハゼスズキ5

ウロハゼヒイラギヒイラギ4

トビハゼコノシロコノシロ3

ボラマハゼセスジボラ2

マハゼセスジボラマハゼ1

H16年9月H10年10月H6年8月

河口部（調査地点：2.5～3.1k）

※球磨川河口域の干潟は、
渡り鳥の越冬地として利
用されていることから、
越冬期の調査結果を比較。

※魚類の行動が活発になる夏季～秋季の結果を比較

※底生動物は、出現する種が季節により大きく異なるため、通年での結果を比較

その他
34%

ﾜﾗｼﾞﾑｼ目
4%

ﾖｺｴﾋﾞ目
7%

ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ目
11%

ﾆﾅ目
13%

ｴﾋﾞ目
31%

その他
38%

ﾜﾗｼﾞﾑｼ目
6%

ﾖｺｴﾋﾞ目
9%

ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ目
10%

ﾆﾅ目
6%

ｴﾋﾞ目
31%

・カワザンショウガイ
・マルウズラタマキビガイ
・フトヘナタリガイ

・チロリ科の数種
・Goniada属の数種
・ゴカイ

・Corophium属の数種
・Platorchestia joi
・ドロクダムシ科の数種

・ケフサイソガニ
・チゴガニ
・アシハラガニ

・マルコツブムシ
・ヨツバコツブムシ

・キョウスチロリ
・シロガネゴカイ科の一種
・イソゴカイ

・タマキビガイ
・マルウズラタマキビガイ
・Assiminea属の一種

・ケフサイソガニ
・チゴガニ
・ヤマトオサガニ

・ハバヒロコツブムシ
・マルコツブムシ
・ヨツバコツブムシ

・ニッポンモバヨコエビ
・Melita属の一種
・ホソハサミソコエビ

※H6、H13の２ヶ年とも
上位に確認された種：■

植物群落及び生物の確認種に大きな変化はなく、河口部の典型的な環
境に大きな変化は見られない。

２

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

※H6,H11,H16のうち2ヶ年で上位に確認された種：■

※H6,H11,H16の3ヶ年とも上位に確認された種：■

※青字：汽水・海水魚、赤字：回遊魚、黒字：淡水魚



球磨川水系河川水辺の国勢調査の結果について（下流部） 球磨川水系

○下流部（6km～7km）の植生

植物群落の変化

H13調査結果

下流部は、高水敷に運動公園が整備されており、生物の生息・生育環境としては、
水際部が重要である。その重要な水際部の植生は、平成8年､平成13年ともにオオタ
チヤナギ群落が主要な群落となっている。高水敷では、外来種であるシマスズメノ
ヒエ群落が減少し、セイタカアワダチソウ群落が増加している。

確認個体の多い種に若干変動があるが、オイカワなどが多く確認されており、
その傾向は大きく変化していない。

底生動物の変化

カゲロウ目、ハエ目、トビケラ目の種が多く確認されており、その傾向は大
きく変化していない。

H10調査結果 H15調査結果

調査地点：8.6～9.0K

鳥類相の変化

汽水域が近く、ウミネコが多く確認されている。また、サギ類についても多く
確認されている。

イトモロコスゴモロコシマヨシノボリ5

ギギヌマチチブウグイ4

カワムツカマツカヌマチチブ3

スゴモロコウグイオイカワ2

オイカワオイカワアユ1

H16年9月H10年10月H6年8月

下流部（調査地点：8.5～8.9k）

コサギダイサギ5

アオサギコサギ4

ツバメゴイサギ3

スズメスズメ2

ウミネコウミネコ1

H13年7月H8年7月

下流部（調査地点：6.0～9.0k）順位

平成8年10～11月調査 平成13年9～11月調査

H8調査結果

ｵｵﾀﾁﾔﾅｷﾞ群落

ｵｵﾀﾁﾔﾅｷﾞ群落

ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ群落
ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ群落

※底生動物は、出現する種が季節により大きく異なるため、通年での結果を比較

※行動が活発になる夏季
の調査結果を比較。

その他
19%

ﾄﾝﾎﾞ目
7%

ﾄﾋﾞｹﾗ目
18%

ﾊｴ目
19%

ｶｹﾞﾛｳ目
31%

ｴﾋﾞ目
6%

その他
22%

ﾄﾝﾎﾞ目
11%

ﾄﾋﾞｹﾗ目
15%

ﾊｴ目
19%

ｶｹﾞﾛｳ目
26%

ｴﾋﾞ目
7%

・モクズガニ
・ミゾレヌマエビ
・ミナミヌマエビ

・アカマダラカゲロウ
・エルモンヒラタカゲロウ
・フタバコカゲロウ

・ミヤマサナエ
・ダビドサナエ
・コオニヤンマ

・コガタシマトビケラ
・ウルマーシマトビケラ
・ナカハラシマトビケラ

・Polypedilum属の数種
・Simulium属の数種
・Orthocladius属の数種

・ミナミヌマエビ
・ミナミテナガエビ
・ミゾレヌマエビ

・アカマダラカゲロウ
・フタバコカゲロウ
・シロタニガワカゲロウ

・コオニヤンマ
・コヤマトンボ
・ヤマサナエ

・ウルマーシマトビケラ
・ナカハラシマトビケラ
・ヒゲナガカワトビケラ

・Antocha属の数種
・Micropsectra属の一種
・Orthocladius属の数種

ﾀﾁｽｽﾞﾒﾉﾋｴ群落
ﾀﾁｽｽﾞﾒﾉﾋｴ群落

※H6、H13の2ヶ年とも上位に確認された種：■

※魚類の行動が活発になる夏季～秋季の結果を比較

魚類相の変化

ｸｽﾞ群落

9%

ｵｵﾀﾁﾔﾅｷﾞ群落

21%

ﾀﾁｽｽﾞﾒﾉﾋｴ群落

19%

ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ群落

24%

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

9%

その他合計

18%

ｸｽﾞ群落

6%

ｵｵﾀﾁﾔﾅｷﾞ群落

22%

ﾀﾁｽｽﾞﾒﾉﾋｴ群落

19%

ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ群落

6%

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

17%

その他合計

30%

植物群落及び生物の確認種に大きな変化はなく、下流部の典型的な環
境に大きな変化は見られない。

３

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

※H6,H11,H16のうち2ヶ年で上位に確認された種：■

※H6,H11,H16の3ヶ年とも上位に確認された種：■

※青字：汽水・海水魚、赤字：回遊魚、黒字：淡水魚



球磨川水系河川水辺の国勢調査の結果について（中流部） 球磨川水系

○中流部（40.0km～41.0km）の植生

メダケ群落

アラカシ群落

平成8年10～11月調査 平成13年9～11月調査

植物群落の変化

H8調査結果 H13調査結果

中流部は、平成８年、平成１３年ともにメダケ、アラカシ群落が主要な群落と
なっている。

魚類相の変化

確認個体の多い種はオイカワ、カワムツ、カマツカ、ウグイなどのコイ科の
魚類となっており、その傾向は大きく変化していない。

底生動物の変化

カゲロウ目、ハエ目、トビケラ目の種が多く確認されており、その傾向は大
きく変化していない。

H10調査結果 H15調査結果

調査地点：47.9～48.2K

鳥類相の変化

サギ類やセグロセキレイのほか、メジロなどの林地の鳥が多く確認されている。

ﾂﾙﾖｼ群落

4%

ﾒﾀﾞｹ群落

36%

ｱﾗｶｼ群落

20%

ｽｽｷ群落

16%

ｽｷﾞ・ﾋﾉｷ群落

11%

その他合計

13%

ﾂﾙﾖｼ群落

9%

ﾒﾀﾞｹ群落

33%

ｱﾗｶｼ群落

17%

ｽｽｷ群落

8%

ｽｷﾞ・ﾋﾉｷ群落

9%

その他合計

24%

アオサギコサギ5

ササゴイセグロセキレイ4

セグロセキレイメジロ3

アマツバメヒヨドリ2

メジロササゴイ1

H13年7月H8年7月

中流部（調査地点：38.8～41.8k）順位

イトモロコドンコニゴイ5

カマツカカワムツイトモロコ4

ウグイウグイオイカワ3

オイカワカマツカカマツカ2

カワムツオイカワウグイ1

H16年9月H10年10月H6年8月

中流部（調査地点：45.7～46.2k）

※底生動物は、出現する種が季節により大きく異なるため、通年での結果を比較

※H6、H13の2ヶ年とも上位に確認された種：■

その他
19%

ｶﾜｹﾞﾗ目
9%

ﾄﾋﾞｹﾗ目
17%

ﾊｴ目
21%

ｶｹﾞﾛｳ目
27%

ﾄﾝﾎﾞ目
7%

その他
21%

ｶﾜｹﾞﾗ目
6%

ﾄﾋﾞｹﾗ目
15%

ﾊｴ目
17%

ｶｹﾞﾛｳ目
27%

ﾄﾝﾎﾞ目
14%

・Neoperla属の数種
・Kamimuria属の数種
・Amphinemura属の数種

・アカマダラカゲロウ
・エルモンヒラタカゲロウ
・シロタニカワカゲロウ

・オナガサナエ
・ダビドサナエ
・コオニヤンマ

・コガタシマトビケラ
・ウルマーシマトビケラ
・ナカハラシマトビケラ

・Orthocladius属の数種
・Antocha属の数種
・Polypedilum属の数種

・アカマダラカゲロウ
・エルモンヒラタカゲロウ
・シロタニカワカゲロウ

・オジロサナエ
・ダビドサナエ
・ミヤマサナエ

・Neoperla属の数種
・カミムラカワゲラ
・Nemoura属の一種

・Cheumatopsyche属の数種
・ナカハラシマトビケラ
・ウルマーシマトビケラ

・Antocha属の数種
・Orthocladius属の数種
・Polypedilum属の数種

※魚類の行動が活発になる夏季～秋季の結果を比較

※行動が活発になる夏季
の調査結果を比較。

植物群落及び生物の確認種に大きな変化はなく、中流部の典型的な環
境に大きな変化は見られない。

４

※H6,H11,H16のうち2ヶ年で上位に確認された種：■
※H6,H11,H16の3ヶ年とも上位に確認された種：■

※青字：汽水・海水魚、赤字：回遊魚、黒字：淡水魚

メダケ群落

アラカシ群落



球磨川水系河川水辺の国勢調査の結果について（上流部） 球磨川水系

○上流部（67km～68km）の植生

平成8年10～11月調査 平成13年9～11月調査

植物群落の変化

H8調査結果 H13調査結果

上流部は、平成８年、平成１３年ともにオオタチヤナギ群落、オギ群落、ツル
ヨシ群落が主要な群落となっている。また、外来種のセイタカアワダチソウ群
落が増加傾向にある。

魚類相の変化

確認個体の多い種はオイカワ、ウグイ、カワムツなどのコイ科の魚類となっ
ており、その傾向は大きく変化していない。

底生動物の変化

カゲロウ目、ハエ目、トビケラ目の種が多く確認されており、その傾向は大
きく変化していない。

H10調査結果 H15調査結果

調査地点：61.0～61.2K

鳥類相の変化

サギ類が多く確認される傾向となっている。また、ヒバリやセッカなどの草地
性の鳥も確認されている。

ﾏﾀﾞｹ植林

4%

ｵｵﾀﾁﾔﾅｷﾞ群落

34%

ｵｷﾞ群落

29%

ﾂﾙﾖｼ群落

10%

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

5%

その他合計

18%

ﾏﾀﾞｹ植林

2%

ｵｵﾀﾁﾔﾅｷﾞ群落

31%

ｵｷﾞ群落

28%

ﾂﾙﾖｼ群落

16%

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

11%

その他合計

12%

セッカツバメ5

ツバメセグロセキレイ4

ヒバリコサギ3

コサギスズメ2

ゴイサギムクドリ1

H13年7月H8年7月

上流部（調査地点：66.6～69.6k）順位

ｵｵﾀﾁﾔﾅｷﾞ群落

ﾂﾙﾖｼ群落

ｵｷﾞ群落
ｵｵﾀﾁﾔﾅｷﾞ群落

ﾂﾙﾖｼ群落

ｵｷﾞ群落

ギンブナカマツカアユ5

カワムツギンブナドンコ4

ドンコカワムツオイカワ3

ウグイウグイカマツカ2

オイカワオイカワウグイ1

H16年9月H10年10月H6年8月

上流部（調査地点：56.0～56.5k）

※底生動物は、出現する種が季節により大きく異なるため、通年での結果を比較

※H6、H13の2ヶ年とも上位に確認された種：■

※行動が活発になる夏季
の調査結果を比較。

※魚類の行動が活発になる夏季～秋季の結果を比較

ｺｳﾁｭｳ目
5%

ｶｹﾞﾛｳ目
33%

ﾊｴ目
21%

ﾄﾋﾞｹﾗ目
12%

ﾄﾝﾎﾞ目
8%

その他
21%

その他
23%

ﾄﾝﾎﾞ目
12% ﾄﾋﾞｹﾗ目

12%

ﾊｴ目
20%

ｶｹﾞﾛｳ目
26%

ｺｳﾁｭｳ目
7%

・クシヒゲマルヒラタドロムシ
・ヒラタドロムシ
・マスダチビヒラタドロムシ

・フタバコカゲロウ
・アカマダラカゲロウ
・クシゲマダラカゲロウ

・オナガサナエ
・Davidius属の数種

・コオニヤンマ

・コガタシマトビケラ
・ナカハラシマトビケラ
・キブネクダトビケラ

・Polypedilum属の数種
・Simulium属の数種
・Rheotanytarsus属の数種

・Eubrianax属の一種
・ヒラタドロムシ
・マスダチビヒラタドロムシ

・フタバコカゲロウ
・アカマダラカゲロウ
・クシゲマダラカゲロウ

・ハグロトンボ
・ダビドサナエ
・オナガサナエ

・Cheumatopsyche属の数種
・ナカハラシマトビケラ
・ウルマーシマトビケラ

・Simulium属の数種
・Antocha属の数種
・Orthocladius属の数種

植物群落及び生物の確認種に大きな変化はなく、上流部の典型的な環
境に大きな変化は見られない。 ５

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

※H6,H11,H16のうち2ヶ年で上位に確認された種：■

※H6,H11,H16の3ヶ年とも上位に確認された種：■

※青字：汽水・海水魚、赤字：回遊魚、黒字：淡水魚



球磨川水系河川水辺の国勢調査の結果について（川辺川） 球磨川水系

植物群落の変化 魚類相の変化

確認個体の多い種はオイカワ、ウグイ、カワムツなどのコイ科の魚類となっ
ており、その傾向は大きく変化していない。

底生動物の変化

カゲロウ目、ハエ目、トビケラ目の種が多く確認されており、その傾向は大
きく変化していない。

H10調査結果 H15調査結果

調査地点：1.9～2.1K

鳥類相の変化

周辺に田園が多いこともあり、スズメが多く確認されている。また、セキレイ、
サギ類も多く確認されている。

キセキレイホオジロ5

カルガモゴイサギ4

セグロセキレイササゴイ3

ダイサギセグロセキレイ2

スズメスズメ1

H13年7月H8年7月

川辺川（調査地点：0.4～0.6k）順位

ドンコドンコタカハヤ5

タカハヤカマツカカワムツ4

カワムツウグイカマツカ3

ウグイカワムツオイカワ2

オイカワオイカワウグイ1

H16年9月H10年10月H6年8月

川辺川（調査地点：1.5～1.9k）

※底生動物は、出現する種が季節により大きく異なるため、通年での結果を比較

※H6、H13の2ヶ年とも上位に確認された種：■

※行動が活発になる夏季
の調査結果を比較。

※魚類の行動が活発になる夏季～秋季の結果を比較

ｶﾜｹﾞﾗ目
6%

ｶｹﾞﾛｳ目
27%

ﾊｴ目
17%

ﾄﾋﾞｹﾗ目
18%

ﾄﾝﾎﾞ目
12%

その他
20%

その他
22%

ﾄﾝﾎﾞ目
8%

ﾄﾋﾞｹﾗ目
17%

ﾊｴ目
18%

ｶｹﾞﾛｳ目
28%

ｶﾜｹﾞﾗ目
7%

・Neoperla属の数種
・Kamimuria属の数種

・スズキクラカケカワゲラ

・アカマダラカゲロウ
・ナミヒラタカゲロウ
・フタバコカゲロウ

・オオシオカラトンボ
・コオニヤンマ
・ダビドサナエ

・ヒゲナガカワトビケラ
・ナカハラシマトビケラ
・コガタシマトビケラ

・Antocha属の数種
・Polypedilum属の数種
・Micropsectra

植物群落及び生物の確認種に大きな変化はなく、川辺川の典型的な環
境に大きな変化は見られない。

６

・アカマダラカゲロウ
・エルモンヒラタカゲロウ
・トビイロコカゲロウ

・Antocha属の数種
・Simulium属の数種
・Microtendipes属の数種・ヒゲナガカワトビケラ

・ナカハラシマトビケラ
・ヒロアタマナガレトビケラ

・ハグロトンボ
・コオニヤンマ
・オナガサナエ

・Nemoura属の一種
・Neoperla属の数種

・カミムラカワゲラ

○川辺川（0km～1km）の植生

平成8年10～11月調査 平成13年9～11月調査

川辺川は、平成８年、平成１３年ともにツルヨシ群落、チガヤ群落が主要な群
落となっている。また、外来種のセイタカアワダチソウ群落が増加傾向にある。

ﾂﾙﾖｼ群落 ﾂﾙﾖｼ群落

ﾁｶﾞﾔ群落ﾁｶﾞﾔ群落

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

H8調査結果 H13調査結果

ｸｽﾞ群落

10%

ﾂﾙﾖｼ群落

25%

ﾁｶﾞﾔ群落

24%ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

14%

ｵｷﾞ群落

12%

その他合計

15%

ｸｽﾞ群落

13%

ﾂﾙﾖｼ群落

23%

ﾁｶﾞﾔ群落

19%

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落

20%

ｵｷﾞ群落

7%

その他合計

18%

※H6,H11,H16のうち2ヶ年で上位に確認された種：■

※H6,H11,H16の3ヶ年とも上位に確認された種：■

※青字：汽水・海水魚、赤字：回遊魚、黒字：淡水魚




